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はじめに 
 

これまで⾧く研究を続けてきましたが、2024 年度をもって研究の一線から退きま
した。区切りとなったのは、研究半ばで病に倒れた中務胞助教の仕事を３報の論文と
して纏め世に出すことができたことです。その最後の論文は中務と技術専門職員の夏
目里恵が中心に行った研究で、胚盤胞補完法によりラット ES 細胞から受精可能なラ
ット精子をマウス体内で作製するものです。年度末の 3 月中旬に投稿して最近出版ま
でこぎ着けました。中務は研究のさなかに急逝したために、彼女の残したデータを PC
の中から発掘するのに非常に時間と手間がかかりましたが、なんとか論文として出版
することができました。これで責任が果たせ肩の荷が下りたと正直ほっとしておりま
す。若干共同研究ベースの仕事は残っているものの、研究生活の区切をつけられると
思いました。 

大学を定年退官することに合わせて出すことが多い個人の業績集ですが、その時期
の私は、まだ継続している研究プロジェクトが複数走っていて多忙であったことやコ
ロナ禍での人の交流が制限されていたこと、さらに多くの人の手を煩わせることに抵
抗もあり出しそびれてしまいました。教授職を辞してすでに 7 年以上も経過しており
ますが、研究の一線から退くに当たり、学部学生から始めた半世紀以上に及ぶ研究の
足跡を論文リストとして記載しておこうと改めて思いました。私は成人してからのほ
とんどの時間を、研究に費やしてきました。大学で仕事しているときばかりでなく、
例えば家族で旅行に行っていてもいつも頭の片隅に研究のことがあって、家に帰ると
すぐに大学に行って考えていた実験を始めてしまうような生活をしてきました。それ
こそ車に家族を乗せて大学に寄り、ちょっと実験を仕掛けるつもりですっかり状況を
忘れてしまい、２時間後に「下で待っているんですが・・・」と電話がかかってきて
我に返るようなこともありました。その意味で私の人生のほとんどは研究であったと
言っていいと思います。したがってこの業績リストはまさに私の人生の足跡です。一
方これらの業績は、私に研究という事を指導してくださった先生方や共同で研究を行
ってくださった人々、そして教室を主宰してからは所属するスタッフや大学院生、と
りわけ身近で研究を支えてくださった多くの技術スタッフや秘書の人達と私の関わ
りの記録でもあります。私がここまで研究ができたのは、支えてくださった多くの
方々のおかげです。この場を借りて改めてお礼を申しあげます、ありがとうございま
した。また、精神的にも物理的にも研究生活を支えてくれた家族に感謝いたします。 

私の研究生活は大きく 3 つの期間に分けられます。理学部化学科の学部学生から新
潟大学脳研究所神経薬理学教室の高橋康夫教授のもとで大学院生、助手を務めた期間、
高橋先生の後任として京大沼正作先生の研究室から脳研究所に赴任された三品昌美
先生と始めたグルタミン酸受容体の研究を行っていた期間、そして脳研究所細胞神経
生物学分野の教室を主宰してからの期間です。私は、子供の頃から漠然と生命の仕組
みを化学的に解き明かす生化学をやりたいと思っておりました。田舎の高校から学問
の世界のことを全く知らないまま雪に憧れて新潟大学理学部化学科に入学しました。
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化学科の生体物理化学教室に所属して生化学的手法によりメチル水銀中毒の発症機
序研究から神経科学の分野に携わるようになりました。元々脳に関心があったことか
ら大学院進学先として選んだ新潟大学脳研究所神経薬理学教室の高橋康夫先生の元
では、脳特異タンパク質の研究を命じられ、黎明期の遺伝子クローニング技術を学ぶ
ために東京大学薬学部微生物薬品化学教室の帯刀益男先生の所に出向させてもらい
ました。学位取得後そのまま高橋先生のところでポスドク（無給）、助手として残り、
Neuron Specific Enolase: NSE のクローニングを手始めに様々な分子のクローニング
や脳特異的遺伝子発現メカニズムを明らかにするためのプロモーター解析などを行
いました。それと並行してトランスジェニックマウス作製をほぼ独学で始めました。
この時期は生化学的な研究手法から始まり、組み換え DNA 技術など遺伝子工学、そ
して胚操作など発生工学的な手法などその後の研究の基礎となる方法の数々を学び
ました。 

高橋先生が退官後は留学するつもりで、米国シカゴの研究所の PI と給料の話まで
していたのですが、後任の三品昌美先生とお会いして「どうせやるなら面白いことや
らへんか」というお誘いに乗って新潟に残りました。三品先生が着任直後から、主要
な興奮性神経伝達分子群であるグルタミン酸受容体チャネルのクローニングを始め
ました。1990 年 4 月から実験を始めてマウスの AMPA 型受容体 Glu1(GluA1)と
Glu2(GluA2)を発見し、この２つのサブユニットが正の共同性をもって機能するこ
とを７月には投稿しました。最初は２人の技術職員と入ったばかりの大学院生でのス
タートでしたが、１年後に森寿先生が阪大から助手として赴任され、大学院生も増え
てほぼ２年で AMPA 型４種類、カイニン酸型５種類、デルタ型２種類、NMDA 型５
種類のクローニングに成功し、デルタ型以外の機能をほぼ明らかにすることができま
した。その成果は Nature 誌３報を始めとして多数の論文となりました。この時に学
んだのは、世界で戦うために必要な研究速度の大切さとそれを担保するハードワーク
でした。グルタミン酸受容体チャネルの分子実態が明らかになったので次にその機能
を生体で調べるために当該分子遺伝子のノックアウトをしようと計画しました。筑波
の理研におられた相沢慎一先生のところにお願いしてノックアウトマウスを作製し
ました。最初に樹立した NMDA 型受容体 Gluε1(GluN2A)と Gluε2(GluN2B)のノッ
クアウトマウスを様々な手法で解析し、GluN2A が空間記憶と海馬神経細胞での神経
伝達の⾧期増強に関わることを発見しました。この成果は Nature に発表することが
できました。また GluN2B が感覚神経の精緻化に必須な分子で生存に重要な役割を
果たすことを明らかにできました。これらの研究から、遺伝子改変マウスこそが神経
科学の新しい地平を切り開くという確信を得ました。 

脳研究所細胞神経生物学分野に職を得てからは、脳機能解析に適した C57BL/6（B6）
系統マウスでのノックアウト遂行を目指しました。それまでノックアウトマウスが作
られたのは 129 系統マウスの ES 細胞で、この ES 細胞は遺伝子相同組み換え操作の
間、例外的に分化しにくいこともあり、生殖系列遺伝（germ line transmission）し易
いものでした。しかし 129 系統のマウスは、学習能力が低く行動解析などには向かな
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いなど脳機能解析には不向きで、B6 マウスに⾧い時間かかって戻し交配をする必要
がありました。戻し交配がいらないノックアウトマウスを作るシステムを整備するこ
とこそが、脳機能解析を加速する鍵だと考えて、B6 マウス由来 ES 細胞株の樹立を行
いました。かなり苦労したのですが、RENKA 株と名付けた B6 由来 ES 細胞を樹立
し、相同組み換えによる遺伝子改変マウス作製方法の整備を行いました。この課程に
はラボのテクニシャンであった夏目里恵さんと大学院生の時から実験を手伝ってく
れていた櫛谷悦子さんの大きな貢献がありました。また、誰にでも遺伝子改変マウス
ができるための技術の標準化と迅速化には現在モデル動物開発分野を主宰している
阿部学先生をはじめとした多くのスタッフが協力してくれました。これら技術開発を
進める一方で、システマティックにマウスを作製する職能集団を育成し年間数十系統
の遺伝子改変マウスが作製できるようになりました。なお、この B6 マウス ES 細胞
を用いた遺伝子改変マウス作製方法では、特許を取得することができました。このシ
ステムが完成したときに考えたのは、作製したマウスを共同研究者に供与して脳神経
科学全体プログレスでした。マウスの解析にはとても⾧い時間と労力がかかります。
当然一つのラボでできることは限られています。我々の作ったシステムを使って多く
の研究者にノックアウトマウスを供給すれば神経科学を飛躍的に進められるのでは
と考えました。三品先生からのお声かけもあり、まずは科研費重点領域研究の班員に
マウス供与するという事業を始めました。その後リソースの供与が研究の進展に極め
て重要な要素であることが理解されるようになり、特定領域研究「分子脳科学」では
系統的なマウス供与が始まりました。これらの流れが現在も続く新学術研究での「先
端モデル動物作製支援プラットホーム事業」となりました。現在脳研究所の阿部学先
生がその事業を引き継いでくれています。これらの取り組みにより、共同研究の輪は
飛躍的に大きくなり、世界中からマウス作製と分与の依頼が来るようになりました。
マウスの作製を始めた頃、脳機能に重要な働きをする 300 種類遺伝子の floxed マウ
スを作れば神経科学の世界を変えられると言っていたのですが、実際に多くのマウス
を内外の研究者に供与することで、脳研究に少しは貢献できたのではないかと考えて
おります。 

研究生活の最後に、若い頃から温めていたマウス以外の動物で ES/iPS 細胞を樹立
して遺伝子改変動物を作ることに取り組みました。ラットの ES 細胞の樹立は 20 年
以上前から細々とやっていたのですが、結局 iPS 細胞樹立の研究で明らかになってき
た未分化状態を制御する薬剤の開発により初めて可能になりました。また、中務胞助
教と始めたマーモセットやラットの配偶子をマウス体内で作出する研究もある程度
進められましたが、彼女の急逝で潰えたことが残念なことです。 

ここまで私の研究の足跡をたどってきましたが、多くの先生方や研究室で一緒に研
究をしてくれた人達、また共同研究者にお世話になりました。お一人お一人をあげて
感謝を述べることはできませんが、改めて皆様にお礼を申しあげます。 
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部学，崎村建司，若菜茂晴，大崎博之，鴨志田伸吾，向井 秀幸：PKN1 はリンパ球の細胞運
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受容体 GluD2 の小脳外局在．第 41 回日本神経科学大会 (7/26-29)，神戸，7.26, 2018. 

361. 西尾奈々，塚野浩明，菱田竜一，阿部学，中井淳一，川村名子，饗場篤，﨑村建司，澁木克
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453. 内ヶ島基政，井口理沙，劉 歆儀，藤井和麿，阿部 学，﨑村建司，備瀬竜馬，三國貴康：ゲノ

ム編集を介した化学タグノックインによる脳内内在性タンパク質の定量的時空間プロファイリン

グ．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，6.30, 2022. 

454. 潘 淼，小澤享弘，上田修平，阿部 学，﨑村建司，堀金慎一郎，竹本－木村さやか：行動テ

ストバッテリーによるティモシー症候群新規病態モデルマウスの表現型解析．Neuro2022 

(6/30-7/2), 沖縄，6.30, 2022. 

455. 小澤享良，潘 淼，阿部 学，﨑村建司，堀金慎一郎，竹本－木村さやか：電位依存性 L 型カ

ルシウムチャネルにおける機能獲得型変異に伴うティモシー症候群の中枢神経特異的新規モ

デルマウスの樹立．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，6.30, 2022. 

456. 﨑村建司，鈴木康浩，中本千尋，渡辺雅彦，笹岡俊邦，阿部 学：マウス脳における NMDA 受

容体サブユニット蛋白質の動態解析．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，7.1, 2022. 

457. 金子涼輔，阿部 学，井上由紀子，高鶴裕介，渡辺雅彦，﨑村建司，柳川右千夫，八木 健：

神経細胞識別コードの可視化：クラスター型プロトカドヘリンの発現解析．Neuro2022 (6/30-

7/2), 沖縄，7.1, 2022. 

458. 大野孝恵，福田 諭，﨑村建司，桜井正樹：発達期齧歯類の皮膚－運動ニューロンシナプス

におけるシナプス除去．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，7.1, 2022. 

459. 亀山克朗，米田泰輔，後藤隆浩，寺田慧子，高木正浩，吉村由美子，﨑村建司，狩野方伸，

畠 義郎：Diacylglycerol lipase-αノックアウトマウスにみられる早期眼優位可塑性への抑制性

神経回路の関与．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，7.1, 2022. 

460. 河谷昌泰，William Chet de Groat, 井樋慶一，内田克哉，﨑村建司，山中章弘，山下貴之，河

谷正仁：橋排尿中枢バリントン核から脊髄に対する下行性投射の光遺伝学的検討．橋排尿中

枢バリントン核から脊髄に対する下行性投射の光遺伝学的検討．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖

縄，7.1, 2022. 
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461. 藤山知之，菅野里美，堀田典子，柿﨑美代，一久 綾，恒岡洋右，阿部 学，望月綾子，セオ

ーネコラッゾ ﾊﾟﾄﾘｼｱ，宮崎峻弘，水野聖哉，三好千香，上田壮志，渡辺雅彦，﨑村建司，高橋 

智，船戸弘正，柳沢正史：非選択的陽イオンチャネル Nalcn 遺伝子改変マウスを用いたレム睡

眠制御機構の解析．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，7.1, 2022. 

462. 嶋岡可純，堀 啓，井上由紀子，郷 康弘，阿部 学，﨑村建司，井上高良，星野幹雄：自閉

症感受性遺伝子 AUTS2 はマウス大脳皮質において上層神経細胞の産生に関与する．

Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，7.2, 2022. 

463. 矢野佳芳，古川貴子，﨑村建司，小野寺 理，竹林浩秀，岡野栄之，矢野真人：RNA 結合タン

パク質 Quaking は RNA 制御を介した運動ニューロンの保持に必須である．Neuro2022 (6/30-

7/2), 沖縄，7.2, 2022. 

464. 片野泰代，今野幸太郎，高雄啓三，阿部 学，﨑村建司，宮川 剛，渡辺雅彦，伊藤誠二，小

林拓也：海馬シナプス後肥厚部タンパク質 BEGAIN の海馬依存的な記憶形成への関与．

Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，7.2, 2022. 

465. 船橋靖広，Ahammad Rijwan Uddin, 張 心健，Emran Hossen, Faruk Md. Omar, 許 伊凡，呉 

敏華，王 緩緩，黒田啓介，壷井大輔，西岡朋生，天野睦紀，﨑村建司，内野茂夫，山田清文，

永井 拓，貝淵弘三：NMDA による CaMKII-RhoA-Rho-kinase 経路の活性化が忌避学習を制御

する．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，7.2, 2022. 

466. 侯 旭濱，北山栄子，﨑村建司，杉山清佳：抑制性ニューロン樹状突起の形態変化による視

覚弁別能力の向上．Neuro2022 (6/30-7/2), 沖縄，7.2, 2022. 

467. 平山瑠那，竹鶴裕亮, 夏目里恵, 﨑村建司, 笹岡俊邦, 阿部 学：胚盤胞補完法と卵巣移植

法による遺伝子改変ラット作製技術の開発．第 45 回日本分子生物学会年会 (11/30-12/2),千

葉（幕張メッセ），12.2, 2022. 

468. 平山瑠那，竹鶴裕亮, 夏目里恵, 平澤克哉, 足立周子, 桑原沙耶香, 齊藤奈英, 阿部 学, 

﨑村建司, 笹岡俊邦：異種間移植法によるマーモセット受精卵生産標準プロトコールの策定．

第 12 回日本マーモセット研究会大会 (2/7-8)，ｵﾝﾗｲﾝ開催，2.8, 2023. 

469. 平山瑠那，竹鶴裕亮, 夏目里恵, 平澤克哉，足立周子，桑原沙耶香，齊藤奈英，﨑村建司，

阿部 学, 笹岡俊邦：異種間卵巣移植を用いた新たなマーモセット卵子と産子作製法の開発．

第 70 回日本実験動物学会総会 (5/24-26)，つくば市，5.24, 2023. 

470. 竹鶴裕亮，平山瑠那，夏目里恵，阿部 学，﨑村建司，笹岡俊邦，金子武人：ラット卵巣内 GV

期卵の体外成熟および受精後の発生について．第 70 回日本実験動物学会総会 (5/24-26)，

つくば市，5.25, 2023. 

471. 二井健介，Amy Cheung, 今野幸太郎，今村百可，Aya Matsui, 阿部 学，﨑村建司，笹岡俊

邦，植村 健，渡辺雅彦：セロトニン作動性神経系の発達におけるシナプス接着因子 Neurexin

の役割．第 46 回日本神経科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.2, 2023. 

472. 好岡大輔，大河内善史，阿部 学，﨑村建司，岡村康司：神経における Nav および Kv チャネ

ルの細胞内トラフィッキング機構のイメージング解析．第 46 回日本神経科学大会 (8/1-4)，仙

台， 8.2, 2023. 

473. 江角重行，﨑村建司，玉巻伸章，福田孝一： 外傷性脳損傷領域における GABA ニューロン
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前駆細胞の分化転換．第 46 回日本神経科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.1, 2023. 

474. 内ヶ島基政，井口理沙，クーマープラティック，劉 歆儀，阿部 学，野住素広，五十嵐道弘，﨑

村建司，備瀬竜馬，レイビスルーク，三國貴康：哺乳類脳における内在タンパク質の単一細胞・

時空間・定量的マッピング法の開発．第 46 回日本神経科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.3, 2023. 

475. Jitrapa Pinyomahakul, Nozomu Yoshioka, Manabu Abe, Kenji Sakimura, Hirohide Takebayashi：

Generation of a novel Vps13a mutant mouse line in C57BL/6N background. 第 46 回日本神経

科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.1, 2023. 

476. 船橋靖広，Ahammad Rijwan, 張 心健，Hossen Emran, Faruk Md. Omar, 呉 敏華，王 緩緩，

李 旭，黒田啓介，壷井大輔，西岡朋生，天野睦紀，﨑村建司，内野茂夫，山田清文，永井 

拓，貝淵弘三：NMDA 受容体-CaMKII-RhoGEF-Rho-kinase-SHANK3 経路が忌避学習を制御

する．第 46 回日本神経科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.2, 2023. 

477. 片野泰代，安河内彦輝，吉川明里，阿部 学，﨑村建司，日笠幸一郎，小林拓也：BEGAIN-

KO マウス脊髄後角における神経障害性疼痛時の網羅的発現変動分子解析．第 46 回日本神

経科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.2, 2023. 

478. 劉シンイ，内ヶ島基政，阿部学，﨑村建司，田井中一貴，三國貴康：SeeThrough-頭蓋骨透明

化による生体脳イメージング技術．第 46 回日本神経科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.2, 2023. 

479. 侯 旭濱，北山栄子，﨑村建司，杉山清佳：視知覚抑制回路の個性に関する深層学習解析．

第 46 回日本神経科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.3, 2023. 

480. 小林静香，小川糸音，城山優治，﨑村建司，三品昌美，黒崎知博，真鍋俊也：小胞体カルシ

ウムセンサータンパク STIM1 は海馬におけるシナプス前性の短期可塑性を制御する．第 46 回

日本神経科学大会 (8/1-4)，仙台， 8.3, 2023. 

481. 平山瑠那，竹鶴裕亮，中務 胞，夏目里恵，齊藤奈英，足立周子，桑原沙耶香，宮本純，三浦

詩織，藤澤信義，前田宜俊，高雄啓三，阿部 学，笹岡俊邦，﨑村建司：マウスへの卵巣移植

を利用した新規マーモセット卵子生産法．2023 年度先端モデル動物支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ AdAMS成

果発表会，大津市，2.8-9, 2024. 

482. 三浦詩織，平山瑠那，竹鶴裕亮， 中務 胞，夏目里恵，齊藤奈英，足立周子，桑原沙耶香，

宮元純，藤澤信義，前田宜俊，高雄啓三，阿部 学，﨑村建司，笹岡俊邦：マーモセット卵子を

マウス体内で作る～卵巣異種移植の現状と課題～．第 26 回日本異種移植研究会，鹿児島市，

2.17, 2024. 

483. 竹鶴裕亮，平山瑠那, 中務 胞，夏目里恵，齊藤奈英，足立周子，桑原沙耶香，宮元純，三浦

詩織，藤澤信義，前田宜俊，高雄啓三，阿部 学，笹岡俊邦，﨑村建司：異種間卵巣移植によ

るマーモセット卵子取得と胚盤胞生産．第 13 回日本マーモセット研究会大会 (2024/2/20-21)，

小平市，2.20, 2024. 

484. 竹鶴裕亮，平山瑠那，夏目里恵，阿部 学，笹岡俊邦，﨑村建司：異種間移植によるラット卵

巣由来卵子からの産子作製法の開発．第 71 回日本実験動物学会総会 (5/29-31)，京都市，

5.29, 2024. 

485. 夏目里恵，竹鶴裕亮，中務 胞，﨑村建司，阿部 学：胚盤胞補完法を用いた遺伝子改変ラッ

ト作製汎用化技術の開発．第 71 回日本実験動物学会総会 (5/29-31)，京都市，5.29, 2024. 
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486. 飯田（渡辺）和泉，今野幸太郎，夏目里恵，阿部 学，渡辺雅彦，﨑村建司，照沼美穂：カイニ

ン酸型グルタミン酸受容体 GluK3 サブユニットの不安における役割とドーパミン受容体との関

連．Neuro2024（第 47 回日本神経科学大会/第 67 回日本神経化学会大会/第 46 回日本生物

学的精神医学会年会/第 8 回ｱｼﾞｱｵｾｱﾆｱ神経科学連合ｺﾝｸﾞﾚｽ合同大会）(7/24-27)，福岡，

7.26, 2024. 

487. 船橋靖広，Ahammad Rijwan Uddin，張 心健，Hossen Emran，河谷昌泰，吉見 陽，呉 敏華，

王 緩緩，李 旭、坪井大輔，西岡朋生，黒田啓介，天野睦紀，野田幸裕，山田清文，﨑村建司，

永井 拓，山下貴之，内野茂夫，貝淵弘三：NMDA 受容体依存性のリン酸化プロテオームが忌

避学習のための後シナプス形成を制御する．Neuro2024 (7/24-27), 福岡，7.26, 2024. 

488. 亀山克朗，米田泰輔，後藤隆浩，寺田慧子，高木正浩，吉村 由美子，崎村建司，狩野方伸，

畠 義郎：内因性カンナビノイド系による層特異的な眼優位可塑性の調節．Neuro2024 (7/24-

27), 福岡，7.26, 2024. 

489. 藤山知之，管野里美，早川 さつき，宮西和也，山元ひかり，金    慈暻，宮崎峻弘，堀田典

子，セオーネコラッゾ パトリシア，柿﨑美代，一久 綾，岩崎加奈子，恒岡 洋右，水野聖哉，阿

部 学，﨑村建司，高橋 智，船戸弘正，柳沢正史：非選択的陽イオンチャネル Nalcn 遺伝子改

変マウスを用いたレム睡眠制御機構の解析．Neuro2024 (7/24-27), 福岡，7.26, 2024. 

490. 侯 旭濱，凌 一葦，北山 栄子，崎村 建司，奥田 修二郎，杉山 清佳：視知覚抑制回路の個

性への深層学習解析．Neuro2024 (7/24-27), 福岡，7.24, 2024. 

491. 小澤享弘，潘 淼，藪内 友里恵，劉 新子，上田 修平，阿部 学，﨑村建司，堀金慎一郎，竹

本（木村）さやか：神経特異的 Timothy 症候群モデルマウスにおける自閉症様行動の解析．

Neuro2024 (7/24-27), 福岡，7.25, 2024. 

492. 片野泰代，吉川 明里，阿部 学，﨑村建司，小林拓也：神経障害性疼痛における BEGAIN と

の機能的関連タンパク質の同定．Neuro2024 (7/24-27), 福岡，7.25, 2024. 

493. 侯 旭濱，凌 一葦，北山 栄子，﨑村建司，奥田修二郎，杉山清佳：Visualization of diversity 

in inhibitory circuit and visual perception via deep learning analysis. APPW2025 (3/17-19)（第

130 回日本解剖学会・第 102 回日本生理学会・第 98 回日本薬理学会 合同大会），千葉（幕張

メッセ），3.17, 2025. 

494. 江角重行，﨑村建司，福田孝一：Cortical GABAergic neuron intermediate progenitors produce 

glial cells following cryogenic injury in neonatal mouse. APPW2025 (3/17-19), 千葉（幕張メッ

セ），3.19, 2025. 

495. 船橋靖広，Ahammad Rijwan Uddin，張 心健，Hossen Emran，河谷 昌泰，吉見 陽，坪井大

輔，西岡 朋生，野田 幸裕，山田 清文，﨑村建司，永井 拓，山下貴之，内野茂夫，貝淵弘

三：Signal flow in the NMDA receptor-dependent phosphoproteome regulates postsynaptic 

plasticity for aversive learning. APPW2025 (3/17-19), 千葉（幕張メッセ），3.19, 2025. 

496. 宮﨑太輔，山崎美和子，﨑村建司，渡辺雅彦：The carbonic anhydrase-related protein Car8 

maintains cerebellar excitatory circuits through reversible regulation of GluD2-cbln1 binding at 

parallel fiber-Purkinje cell synapses. APPW2025 (3/17-19), 千葉（幕張メッセ），3.19, 2025. 
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博士学位論文 

 

2001(平成 13)年 

北山 和子 （Kitayama Kazuko） 

C57BL/6 マウス ES 細胞を用いたプルキンエ細胞および時期特異的遺伝子組換え系の開発 

Purkinje cell specific and inducible gene recombination system generated from C57BL/6 

mouse ES cells 

新潟医学会雑誌 115(8) 397-407, 2001 

阿部  学 （Abe Manabu） 

苔状線維：小脳顆粒細胞シナプスにおける NMDA 受容体の局在機構の解析 

Analysis of NMDA receptor localization at the mossy fiber-granule cell synapse in the 

cerebellum 

新潟医学会雑誌 115(9) 464-475, 2001 

池野 観寿 （Ikeno Kanjyu） 

Lurcher 型変異を用いたグルタミン酸受容体δサブユニットのチャネル特性解析 

The Lurcher mutation reveals Ca2+ permeability and PKC modification of the GluRδ channels 

新潟医学会雑誌 115(10) 506-517, 2001 

柿崎 利和 （Kakizaki Toshikazu） 

脳発達時期に発現する NMDA 受容体チャネルε2, ε4 サブユニットの機能的差違 

Functional difference between ε2, ε4 subunits of NMDA receptor channel in the 

developmental mouse brain  

新潟医学会雑誌 115(10) 518-527, 2001 

 

2002（平成 14）年 

本間 大輔 （Honma Daisuke） 

Cloning and characterization of porcine common γ chain gene 

ブタ IL-2Rγ遺伝子の構造と発現調節の解析 

J. Interferon Cytokine Res. 23: 101-111, 2003 

橋本  薫 （Hashimoto Kaoru） 

一過性虚血による遅発性網膜神経細胞死における NMDA 型受容体の役割 

The role of the NMDA receptor channel subunit for the delayed retinal cell death induced by 

transient ischemia 

新潟医学会雑誌, 116(9) 445-455, 2002 

島田 晃治 （Shimada Koji） 

NMDA 型グルタミン酸受容体ε1 サブユニットは虚血性脊髄神経細胞死機構の主要な因子

である 

Spinal cord injury by transient ischemia is reduced in mice deficient in the ε1 (NR2A) subunit 

of NMDA receptor channel 
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新潟医学会雑誌, 116(10) 472-481, 2002 

明石  馨 （Akashi Kaori） 

海馬 CA3 錐体細胞特異的遺伝子組換え系の確立ーC57BL/6 系統 ES 細胞からのマウス作

出ー 

Hippocampal CA3 pyramidal cell-specific and efficient Cre mediated recombination in the 

C57BL/6 mouse line 

新潟医学会雑誌, 116(10) 482-492, 2002 

 

2004（平成 16）年 

山崎 真弥 （Yamazaki Maya） 

A novel action of stargazin as an enhancer of AMPA receptor activity 

Neurosci. Res. 50: 369-374, 2004 

Petrenko, Andrey 

Unaltered pain-related behavior in mice lacking NMDA receptor GluRε1 subunit 

NMDA 受容体 GluRε1 サブユニットノックアウトマウスにおいて疼痛関連行動は不変である 

Neurosci. Res. 46(2) 199-204, 2003 

松田 英伸 （Matsuda Hidenobu） 

マウスを用いた実験的緑内障モデルの開発とその網膜神経細胞死における NMDA 受容体

ε1 サブユニットの関与 

Mice lacking GluRε1 subunit of NMDA receptor channel show a neuroprotective effect in 

experimental glaucoma model with episcleral vein ligation 

新潟医学会雑誌, 118(12) 702-711, 2004 

 

2005（平成 17）年 

葉山 文恵 （Hayama Fumie） 

マウス網膜における NMDA 型受容体チャネル GluRε1 サブユニットの分布と機能 

Synaptic localization and physiological function of NMDA receptor GluRε1 subunit in the 

mouse retina 

新潟医学会雑誌, 119(10) 626-634, 2005 

菅井 智明 （Sugai Chiaki） 

アクアポリン４遺伝子欠損誘導型マウスの作成 

Generation of aquaporin 4 conditional knockout mice 

新潟医学会雑誌, 119(11) 663-671, 2005 

 

2006(平成 18)年 

長谷川 仁 （Hasegawa Hitoshi） 

電位依存性カルシウムチャネルγ-8 遺伝子欠失誘導型マウスの作製 

Generation of VDCC γ-8 conditional knockout mice 
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新潟医学会雑誌, 120(4) 203-213, 2006 

 

2011（平成 23）年 

畦地 裕統 （Azechi Hirotsugu） 

脳内 AMPA 型グルタミン酸受容体サブユニット分布の定量的解析 

Quantitative analysis of AMPA-type glutamate receptor subunits in brain 

新潟医学会雑誌, 125(10) 532-546, 2011 

 

2014（平成 26）年 

渡辺 和泉 （Watanabe Izumi） 

定量的ウェスタンブロット法の開発とカイニン酸型グルタミン酸受容体定量への応用 

Strategy for quantitative analysis of kainate-type glutamate receptor by newly developed 

western blot method 

新潟医学会雑誌, 128(12) 647-659, 2014 

 

2015（平成 27）年 

彭  菲 （Peng, Fei） 

小脳バーグマングリア選択的 Cre 発現マウス(Sept4-iCre)の作製と解析 

Generation and characterization of Sept4-iCre knock-in mouse line for Bergmann glia-

selective Cre/loxP recombination 

新潟医学会雑誌, 130(4) 245-254, 2016 

 

2016（平成 28）年 

鈴木 康浩 （Suzuki Yasuhiro） 

NMDA 型グルタミン酸受容体の定量的解析 

Quantitative analysis of NMDA receptor channel subunits in mouse brain 

新潟医学会雑誌, 130(8) 479-490, 2016 

 

2017（平成 29）年 

中本 千尋 （Nakamoto Chihiro） 

マウス脳におけるデルタ型グルタミン酸受容体サブユニット構成の定量的解析 

Quantitative analysis of delta-type glutamate receptor subunits in mouse brain 

新潟医学会雑誌, 131(8) 476-490, 2017 
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修士学位論文 

 

2002（平成 14）年 

篠崎 丈弘 （Shinozaki Takehiro） 

AMPA 型グルタミン酸受容体α2 サブユニットのコンディショナルターゲッティング 

Conditional gene targeting in AMPA type GluRα2 subunit 

坂本 貴代美 （Sakamoto Kiyomi） 

グルタミン酸受容体の活性調節機構の解析 

 

2005 (平成 17)年 

萩原 輝記 （Hagiwara Teruki） 

C57BL/6 系統 ES 細胞を用いた小脳プルキンエ細胞特異的遺伝子組換えマウスの作製 

 

2006（平成 18）年 

李  平和 (Li Pyung-hwa)  

C57BL/6 系統 ES 細胞を用いた部位・時期特異的 TARPγ-2 欠損マウスの作製と解析 

 

2007（平成 19）年 

深沢 みず奈 （Fukasawa Mizuna） 

高活性型薬剤誘導 Cre リコンビナーゼの作製 

畦地 裕統 （Azechi Hirotsugu） 

AMPA 型グルタミン酸受容体サブユニット GluRα2 ノックアウトマウスの作成と解析 

駒井 太陽 （Komai Miharu） 

AMPA 型グルタミン酸受容体補助サブユニットγ-4 の機能解析 

 

2008（平成 20）年 

渡辺 裕子 （Watanabe Yuko） 

小脳プルキンエ細胞及び小脳顆粒細胞特異的 P/Q 型電位依存性 Ca2+チャネルα1A サブユ

ニットノックアウトマウスの解析 

 

2009（平成 21）年 

長澤 寿磨 （Nagasawa Kazuma） 

C57BL/6ES 細胞を用いたドーパミン受容体 D1R, D2R-floxed マウス及び D2R-Cre マウスの

作製と解析 

 

2010（平成 22）年 

八矢 幸大 （Hachiya Yukihiro） 

ES 細胞における標的遺伝子組換えの効率化 
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2013（平成 25）年 

西川 千晶 （Nishikawa Chiaki） 

シナプス機能分子の定量的解析 

中本 千尋 （Nakamoto Chihiro） 

δ型グルタミン酸受容体サブユニットの脳各部位における定量解析 

 

2017（平成 29）年 

夏目 里恵 （Natsume Rie） 

遺伝子改変ラット汎用化技術の開発 
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社会貢献活動：次世代の脳科学研究者を育てるために 

・スプリング・サイエンスキャンプ 2006～2015 

「脳を見る、知る、調べる」 

（主催：日本科学技術振興機構・新潟大学脳研究所） 

全国より応募のあった高校生の中から 8 名を選抜、2 泊 3 日のスケジュールで講義とラボ実習を実

施：プログラムの企画・運営、講師、全体の責任者を務めた。 
 

・世界脳週間 2011～2018 

「見てみようヒトの脳と心」 

（主催：NPO 法人脳の世紀推進会議・新潟大学脳研究所） 

主として、新潟県内の高校生を対象にした半日プログラムで、実習と講演を実施：企画の運営、講

師、全体の責任者を務めた。 
 

・出前授業：山形県立酒田東高等学校、岩手県立盛岡第三高等学校、栃木県立宇都宮東高等学

校、新潟県立新発田高等学校、新潟清心女子高等学校、他多数 
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おわりに 

 
私の 50 年以上にわたる業績をリスト化するにあたり、その実務を⾧く脳研究所図書

室におられた佐藤竜子さんにお願いしました。この業績集では彼女の粘り強い検索に
より自分でも忘れていた過去の論文を見つけてもらいリスト化をしていただきまし
た。また、⾧く一緒に研究を支えてくれた夏目里恵さんにもハードディスクのサルベ
ージをしていただき様々な記録を見つけていただきました。その働きに心からの感謝
を申しあげます。また、この業績集をモデル動物開発分野のホームページに掲載する
ことを快諾いただいた阿部学先生に改めて御礼申しあげます。 
  

 


